	インシデント報告

	（いつ）

（なにが、だれが）

（なにを）

（どうした、どうなった）



	＜発生の可能性があった事故内容＞
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	インシデント報告

	（いつ）

（なにが、だれが）
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（どうした、どうなった）
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	インシデント報告

	（いつ）

（なにが、だれが）

（なにを）

（どうした、どうなった）



	＜発生の可能性があった事故内容＞




インシデント報告記載基準・見本

	インシデント報告＜例＞

	（いつ、どのような状況）

昼食後薬与薬時。

スタッフの休憩時間で人がいなかった。
（なにが、だれが）

スタッフが

（なにを）

投薬を

（どうした、どうなった）

昼薬と夕薬を間違えそうになった。



	＜発生の可能性があった事故内容＞

誤投薬








＜記入上の注意点＞

· 個人を特定する情報の記載は必要ありません。（匿名性の絶対）

· 「こうなったかもしれない」「事故発生の恐れがあった」などの抽象的な記載でも構いません。

· 「発生の可能性があった事故内容」は未記入でも構いません。

＜報告書の取り扱いについて＞

· 個人を特定する記載があった場合には、個人情報保護の観点より、情報公開の際にはイニシャル等の記載も含め、個人が特定されないようにします。

· 個人の勤務姿勢、能力などの注意を求めるものではありません。

ただし、統計報告等に関わる際の情報公開に関しては、上記個人情報の取り扱いに関して十分に留意し、報告内容を公開します。

· スタッフ、患者、またはその家族の誹謗中傷ととられる報告内容の公表はありません。

· 「インシデント」の評価に関しては医療事故対策委員会にて検討されます。

・具体的に「なにをしていたときか？」


　「なにをしようとしていたときか？」


　を記載する。またその状況。








・「患者が」「職員が」「車椅子が」「歩行器が」･･･対象がわかるように記載。特定の氏名の記載は求めない。








・「投薬を」「食事を」「移送を」など行動、状況を簡単に記載





・インシデント内容を記載


「誤薬しそうになった」「誤嚥しそうになった」「誤認しそうになった」「移送ミス


しそうになった」など。








